
シンポジウム

ラテン・アメリカの近代化

＜鯉括＞

佐々木専三郎

、近代化ロを－縫的に概念づけることはできたい。とのことばをＩＤって，ロ西欧化ロを示す

イ,のであるという人＄あるし，雀た日市民社会の形成ロを，あ･るいは、伝統社会から瀧業社会

への社会変狗ｏを，それのIﾉﾗ存であるとする人#Ⅲある゜いずれにせよ，ｔ上会榊造の恋11Ml過程は

ただ社会の凝続的あるいは玖治的1Mmiといった一つの点からするだけでは’十分に把握できる

と19[思われない。換歓する左らは，社会迩吻rt－つのI｣:会lNi造の，縫済過程，政治過程、稲神

過程などの緒ik元においての並行的あるいは離起ＩＫＪ変鋤でふるといって《,にいであろう。今回

おこなわれたシンポジウム，ﾛラテン・アメリカの近代化ロにおいては，４人の報告券は，そ

れぞれのlWilとするところの綴荷学,法１１１学，IPk輪・倫El1忠jul論ならびに)腱史学の'０９点から，

この課越にアプローチして、いくつ力の'１１１題を擁起したのである。

これらのfll告に対して，１１１席会jijMi氏から故多くの画llllがなされたか，とくにそのうちで，

Qラテン・アメリカ人として近ｲt化をどのように考えている力･ロ（皆川,賀川両氏），DHjll度

はいもおう近代化されているのに，突質がと《,なわ左いのｉｔ，どのようにiljtUlLたらよいか、

（松iilT氏)－の二つが注、を；ｌいた。Iiij者については､ラテン・アメリカの特倣として近代

法意鐇の1111趣，り１日に対する価値観，Ｅ１本などと遮ってラテン・う゛メリカ餅国かそれぞれの1ｍ

家や文化に対する意識が低く，ラテン・アメリカ全体への意溌の方か強いととまどかあげられ

た｡そしてラテン・アメリカの近ｲt化をH1ろ一つのノルクマールとしては，AlfonsoRey-

巴ｓ（メキシコ）が指価したように，Alfabeto（牧育），Ｐaｎ（企糊），Jabon（衛

生）の三つが匝鍵であるとの兇解がりlらかにされた。一方Ｄ後者の錠1131に対しては，欧州思想

の郡入によって近代化の迩鐡のみが先行したこと,西欧の近代化が工業と都市の並行的発展に

よってたされたのに対し，ラテン・アメリカの棚合は那市かできて力・ら工業化が進められた点

などが指摘された｡
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